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Concerning Rugby Football in Iwate Prefecture (Ⅱ)  
The Situation of Rugby Football in Kamaishi City: 
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問 1 あなたは、何年生ですか。 
問 2 あなたは男の子ですか。女の子ですか。 







問 7 ラグビーはずっとつづけたいですか。（選択式） 
問 8 そのほかラグビーについてなにか書きたいこと。 

問 1、問 2 の結果、小学生は、1 年生 1 名、2 年生 4 名、
3 年生 4 名、4 年生 6 名、5 年生 4 名、6 年生 5 名であっ




いうのは、現在園児の 3 名も含んでいる。表 2 をみると
多くは小学校入学前か、1 年生、2 年生といった低学年で




















のかをきいたところ、表 3 の結果を得た。 
(a)父親
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次いで(6)が 6 名だった。そのほか(3)(5)(8)が各 2 名、(4)が 1 名








んだ者が 16名、(3)走るのが速くなったが 15名と続いている。 




































  (1)20代 1名 (2)30代 11名 (3)40代 12名 (4)50代 4
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 すべての子どもについて答えてもらった。小学 1 年生からは
9名、2年生3名、3年生4名、4年生2名となった。小学校入




(1)家族にいる 16名    (2)親戚にいる 2名  


















1位. 「親がすすめた」 11名 
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1位 体力が増加した。 21名 
2位 友だちが増えた。 14名 
3位 精神的にたくましくなった 13名 
4位 足がはやくなった。 9名 
5位 忍耐力がついた。  8名 
6位 責任感がでてきた。 6名 

























































































































































































 「わからない」が最多で 7 名。「高校でしたい」が 5 名、「中





























 ラグビーをおこなったことを好ましく思う傾向は問 11 の自
由記述にもみられた。この問いではラグビーについて何か書き
たいことがあったら教えてもらいたいと聞いたところ、「ラグビ
ーは楽しい」とか「面白い」と書いた者が4名、「ラグビー大好
きです」が1名、「助け合いのスポーツは自分の精神を鍛えるこ
とができた」とする者が1名みられた。 
 これらの回答から、普段は他のクラブでスポーツなどをして
いる生徒が、ラグビーを経験して、よかったと感じている者が
多かったことがわかる。 
 
４ おわりに
 
 以上の回答結果をとおして、ラグビースクールに通う子ども
たちは、家族や親戚でラグビーをしている者が多い傾向があり、
その影響を受けやすい環境にあることがわかった。また家族が
ラグビーをしていない者でも、臨時に作られるラグビー部など
でラグビーを経験し、よかったと思う者が多いことがわかった。 
 私たちは、オリンピックが近くなると、親が活躍したスポー
ツで子も同じスポーツに挑戦している姿を、メディアなどを通
じてしばしば目にする。今回のアンケート調査で、釜石のラグ
ビーにもこうした傾向がうかがわれることがわかった。すなわ
ち家族で親から子へと受け継がれていること、また 3 世代くら
い受け継がれている家では特に男女にかかわらず、ラグビーを
させる傾向があることもわかった。 
 本稿では、もっぱらアンケート調査報告をおこなったが、詳
しい分析は、別の機会に考察したい。 
 
【注】 
1 表中には、父親、母親、祖父などと書いたが、アンケート用紙では「お
父さん」、「お母さん」、「おじいさん」などと一般的な話し言葉を選択し
てもらった。 
2 回答に番号をいれた回答が4枚あった。1位に書かれたもので集計し
た。 
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